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は、100年後の地球を

分析 試験 評価 解析 で支えます

次世代エネルギー
～アンモニア環境下の材料耐性評価試験～

環境暴露による分解温度の低下＝熱耐性の低下を検知

物性評価から見えること

化学構造から見える劣化 分子レベルの特性評価

熱特性評価 機械特性の変化

圧縮永久歪み試験 硬度変化

構造変化

分子運動性

引張強さ

時間経過による強度低下

耐圧性、耐裂性の指標

伸び率

柔軟性の変化を評価

シール性能維持の重要指標

168ｈ暴露によりＣＦ3構造が減少

硬度変化との相関を確認。少量試料で評価可能

材料の劣化に伴い新たに生成される官能基を

赤外線吸収スペクトルで検出し、化学変化の進行を評価

耐圧性と密着性のバランスシール性能の維持を評価

多角的
アプローチによる
劣化解析

材料ごとの劣化パターン相違を定量的に評価

熱耐性の低下

TGA（熱重量分析）結果

FKM材のアンモニア暴露前後のFT-IRスペクトル

N-H, O-H結合 -C≡N結合を
示唆するピーク

アミドのC=O結合を
示差するピーク

外観観察 表面・断面観察で劣化を可視化

物性評価 硬度、圧縮永久歪み、機械的特性を測定

化学構造解析 FT-IR、NMRで分子レベルの変化検知

圧縮永久歪み率（％）= (試験前線径 – 試験後線径) / つぶし代 × 100

環境を模擬する、暴露する 評価実績例
液体アンモニア浸漬試験

温度：－53℃～８０℃

圧力：～8MPa

濃度：99.999％

容器：SUS製

アンモニアガス暴露試験

温度：～250℃（密閉試験）

        ～６００℃（通期試験）

ガス濃度：～100vol%（密閉試験）

～50vol%（通期試験）

評価対象材料

FKM,NBR,EPDM等のゴム材料（O-リング等シール材）

アンモニア環境への暴露試験（24h、48h、168h）

FKM材の著しい化学構造変化を検知

材料ごとの劣化パターンの相違を定量評価

NMR解析による構造変化評価(19Fに着目した事例)
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